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市立井田病院

お 知

ら せ

次
の
定
例
会
は
６
月
中
旬
か
ら
開

か
れ
る
予
定
で
す
。

（
な
お
、
５
月
下
旬
に
臨
時
会
が

開
か
れ
る
予
定
で
す
。）

民
主
党

民
主
党

飯
塚
正
良

　
本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線
（
＊ 　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。

　
◆
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
（
２
・
３
面
）

　
「
選
択
」と「
集
中
」に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
強

化
す
る
た
め
22
年
に
国
が
募
集
し
、
応
募
が
あ
っ

た
港
湾
の
中
か
ら
阪
神
港（
神
戸
港
・
大
阪
港
）と

京
浜
港（
東
京
港
・
川
崎
港
・
横
浜
港
）が
選
ば
れ

ま
し
た
。２
港
は
国
の
重
点
的
な
支
援
を
受
け
て
、

港
湾
施
設
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
◆
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
２
面
）

　

新
生
児
集
中
治
療
室（Neonatal Intensive 

Care Unit

）
の
略
で
す
。

　
◆
Ｇ
Ｃ
Ｕ（
２
面
）

　

新
生
児
治
療
回
復
室（Growin g Care Unit

）

の
略
で
す
。

　
◆
２
次
救
急
・
３
次
救
急
（
２
・
３
面
）

　

救
急
医
療
体
制
は
重
症
度
に
応
じ
て
３
段
階
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

１
次
救
急
‥
入
院
は
伴
わ
な
い
初
期
救
急

２
次
救
急
‥
入
院
や
手
術
を
必
要
と
す
る
段
階

３
次
救
急
‥
生
命
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
救
命

　
　
　
　
　

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
対
応

　
◆
Ｔ
Ｅ
Ｕ（Twenty-foot Equivalent 

Units

）（
３
面
）

　

コ
ン
テ
ナ
船
の
積
載
能
力
を
示
す
単
位
で
、
１

Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１
個
分
に
あ
た

り
ま
す
。議員定数とは？

共
産
党

共
産
党

竹
間
幸
一

＊

＊

＊

用
語
の
解
説

　
地
方
分
権
改
革
と
財
源

　
　
　
行
財
政
改
革
の
成
果
や
法
人
市
民
税
の

増
な
ど
が
、
生
活
保
護
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
の
増
で
相
殺
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

政
令
指
定
都
市
市
長
会
や
議
長
会
が
国
に
所
要

財
源
の
確
保
な
ど
を
求
め
て
い
る
が
、
生
活
保

護
制
度
の
抜
本
改
革
に
向
け
た
市
の
考
え
は
。

　
　
　

生
活
保
護
制
度
は
社
会
保
障
の
根
幹
を

な
す
も
の
と
し
て
国
の
責
任
で
実
施
さ
れ
、
そ

の
経
費
は
全
額
国
が
負
担
す
べ
き
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
創
設
か
ら
60
年
を
経
て
制
度
疲
労

を
起
こ
し
て
い
る
た
め
、
生
活
保
護
制
度
の
抜

本
的
改
革
を
19
年
か
ら
国
に
要
請
し
て
い
る
。

22
年
10
月
に
は
市
長
会
と
し
て
稼
働
可
能
層
へ

の
集
中
的
な
就
労
支
援
な
ど
、
法
の
改
正
案
を

含
め
た
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
る
。

　
中
学
校
給
食

　
　
　
女
性
の
社
会
進
出
や
食
育
の
面
か
ら
中

学
校
で
の
給
食
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

市
で
も
13
年
度
と
15
年
度
に
試
行
を
行
っ
て
い

る
が
、
市
立
中
学
校
で
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
給

食
を
実
施
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の
経
費
が

見
込
ま
れ
る
の
か
。

　
　
　 

15
年
に
行
っ
た
試
算
で
は
全
51
校
で
半

数
の
生
徒
が
利
用
し
た
場
合
、
初
期
投
資
に
１

億
２
７
８
万
円
余
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し

て
年
間
６
億
６
２
４
０
万
円
余
が
必
要
と
な
る
。

　
等
々
力
緑
地
再
編
整
備

　
　
　 

22
年
度
末
に
は
等
々
力
緑
地
再
編
整
備

実
施
計
画
が
示
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
大
規
模
施

設
で
あ
る
等
々
力
陸
上
競
技
場
改
築
の
計
画
は
。

　
　
　

第
１
期
工
事
と
し
て
24
年
度
に
収
容
人

員
の
拡
大
や
屋
根
の
架
設
な
ど
メ
ー
ン
ス
タ
ン

ド
の
工
事
に
着
手
し
、
26
年
度
の
完
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
第
２
期
工
事
と
し
て
サ
イ
ド
ス

タ
ン
ド
、
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
の
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。
な
お
工
期
を
分
割
す
る
こ
と
で
単

年
度
当
た
り
の
財
政
負
担
を
平
準
化
で
き
る
こ

と
、
工
事
中
も
一
部
の
競
技
を
開
催
で
き
る
こ

と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
総
合
都
市
交
通
計
画
の
策
定

　
　
　
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
効
果
的
な
交

通
体
系
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
脱
市
営

地
下
鉄
、
市
域
外
協
調
関
係
に
よ
る
既
存
路
線

の
有
効
活
用
と
し
て
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
３
号

線
の
新
百
合
ヶ
丘
ま
で
の
延
伸
事
業
を
鉄
道
網

整
備
の
最
優
先
事
項
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

地
下
鉄
３
号
線
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て

横
浜
市
が
23
年
度
か
ら
設
置
す
る
と
し
て
い
る

検
討
の
場
に
参
画
し
、
24
年
度
に
策
定
す
る
総

合
都
市
交
通
計
画
と
も
十
分
整
合
が
図
ら
れ
る

よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。
地
下
鉄
３
号
線
は

市
北
部
地
域
か
ら
横
浜
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、
川

崎
縦
貫
高
速
鉄
道
線
な
ど
他
の
路
線
を
含
め
て

整
備
効
果
な
ど
を
相
対
的
に
評
価
し
、
交
通
計

画
の
中
に
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
北
口
自
由
通
路

　
　
　
東
西
自
由
通
路
の
混
雑
緩
和
や
京
浜
急

行
と
の
接
続
の
利
便
性
向
上
を
含
め
て
計
画
中

の
北
口
自
由
通
路
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
具
体
的
な
計
画
内
容
は
。

　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
の
委
託
に
よ
り
23
年
度

に
詳
細
設
計
を
行
い
、
24
年
度
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
る
。
工
事
期
間
は
５-

６
年

程
度
と
想
定
さ
れ
る
が
、
で
き
る
限
り
早
期
の

整
備
に
向
け
協
議
調
整
を
進
め
て
い
く
。
北
口

自
由
通
路
は
新
た
に
開
設
す
る
北
改
札
と
一
体

的
に
整
備
し
、
東
側
延
伸
部
は
図
書
館
な
ど
が

あ
る
リ
バ
ー
ク
ビ
ル
２
階
部
分
に
接
続
し
た

上
、東
口
広
場
に
階
段
な
ど
を
設
置
し
て
い
く
。

　
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

　
　
　
東
扇
島
総
合
物
流
拠
点
地
区
第
２
期
公

募
に
よ
り
５
つ
の
区
画
へ
の
進
出
企
業
が
決
定

し
た
が
、今
後
の
川
崎
港
利
用
拡
大
策
な
ど
は
。

　
　
　

第
２
期
募
集
は
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
継
続
的
利
用
を
応
募
の
必
須
条
件
と

し
て
実
施
し
た
。
選
定
さ
れ
た
５
社
の
コ
ン
テ

ナ
取
り
扱
い
事
業
計
画
の
合
計
は
約
２
万
５
千

Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
上
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
新
た
な
利
用

拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
る
。
川

崎
港
は
首
都
圏
の
経
済
活
動
や
市
民
生
活
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
も

臨
海
部
の
道
路
網
の
充
実
や
羽
田
空
港
の
国
際

化
が
進
む
中
、
陸
海
空
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と

を
最
大
限
に
活
用
し
、
総
合
港
湾
と
し
て
の
機

能
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
商
業
振
興
策

　
　
　
高
齢
者
が
外
出
困
難
と
な
り
、「
買
い
物

難
民
」
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
対
応
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
国
は
買
い
物

弱
者
の
実
態
を
６
０
０
万
人
と
推
計
し
て
い
る

が
、市
内
の
実
態
把
握
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
て

市
内
５
千
世
帯
に
対
し
買
い
物
動
向
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
実
態
把
握
に
努
め
て

い
る
。
今
後
、
調
査
結
果
や
国
な
ど
の
動
向
、

先
進
的
な
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
民

間
事
業
者
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
効
果
的
な

商
業
振
興
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
救
急
医
療
体
制

　
　
　
22
年
11
月
か
ら
新
た
に
市
立
井
田
病
院

が
救
急
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
た
が
、
救
急
患

者
の
受
け
入
れ
状
況
な
ど
は
。

　
　
　

井
田
病
院
は
再
編
整
備
事
業
の
基
本
方

針
の
一
つ
と
し
て
２
次
救
急
医
療
の
強
化
を
掲

げ
て
い
る
。
22
年
12
月
の
救
急
搬
送
受
け
入
れ

台
数
は
前
年
同
月
比
76
台
増
の
２
５
８
台
、
23

年
１
月
は
同
じ
く
25
台
増
の
２
３
０
台
で
、
集

中
治
療
室
の
患
者
数
も
増
加
し
て
お
り
、
積
極

的
に
患
者
の
受
け
入
れ
に
努
め
て
い
る
。
平
日

は
救
急
担
当
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人
の
ほ
か

各
診
療
科
医
師
が
対
応
し
、
夜
間
と
休
日
は
医

師
３
人
と
看
護
師
２
人
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
雇
用
・
就
業
支
援
対
策
、
保
育
・

子
育
て
支
援
施
策
、
高
齢
者
施
策
、
公
害
防
止

等
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
の
改
正
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
年
度
予
算
案

　
　
　
市
民
生
活
の
安
定
に
必
要
な
施
策
に
重

点
的
に
配
分
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
小
児
医
療

費
助
成
の
拡
大
や
私
立
幼
稚
園
保
育
料
の
負
担

軽
減
は
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
港
湾
費
は
最

大
の
伸
び
率
で
臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
の

工
事
負
担
金
は
17
億
５
千
万
円
増
だ
が
見
解
は
。

　
　
　

23
年
度
予
算
は
保
育
所
待
機
児
童
対
策

に
40
億
円
超
の
増
額
を
図
る
な
ど
子
育
て
施
策

に
力
を
入
れ
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
に

も
対
応
を
図
っ
た
。
今
回
は
小
児
医
療
費
助
成

や
私
立
幼
稚
園
保
育
料
補
助
の
拡
充
は
見
送
っ

た
が
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。
臨
港
道
路
東

扇
島
水
江
町
線
は
基
幹
的
防
災
拠
点
で
あ
る
東

扇
島
と
市
内
陸
部
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
あ

り
、
着
実
な
対
応
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
高
校
生
の
就
職
支
援

　
　
　
就
職
を
希
望
す
る
高
校
生
へ
の
支
援
は
。

市
長
自
ら
市
内
企
業
へ
の
要
請
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　

22
年
11
月
に
新
た
に
高
校
卒
業
予
定
者

向
け
の
企
業
合
同
就
職
説
明
会
「
ハ
ロ
ー
ジ
ョ

ブ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
12
月
に
就
業
支
援

情
報
を
配
信
す
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｂ-

Ｌ（
得
る
）か
わ

さ
き
」
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
各
市

立
高
校
で
は
生
徒
に
有
効
に
情
報
を
活
用
し
て

も
ら
う
よ
う
、
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
　
　
リ
フ
ォ
ー
ム
は
中
小
建
設
業
者
の
得
意

分
野
で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
こ
と

か
ら
助
成
制
度
を
創
設
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
市
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

中
小
建
設
業
を
支
援
す
る
た
め
、
23
年

４
月
か
ら
施
行
す
る
契
約
条
例
の
一
部
改
正
に

お
い
て
市
内
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大

を
図
る
こ
と
な
ど
を
基
本
方
針
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
な
お
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
助

成
は
耐
震
対
策
や
高
齢
者
・
障
害
者
の
住
宅
改

造
費
助
成
な
ど
、施
策
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。

　
私
立
幼
稚
園
保
育
料
補
助
の
拡
充

　
　
　
23
年
度
に
国
の
保
育
料
補
助
単
価
が
増

額
さ
れ
た
の
に
対
し
、
市
は
Ｄ
ラ
ン
ク
の
一
部

に
つ
い
て
、
市
の
上
乗
せ
額
を
減
額
し
て
結
果

的
に
補
助
単
価
を
前
年
度
と
同
額
に
と
ど
め

た
。
国
の
増
額
分
は
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
充

て
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

22
年
度
予
算
で
は
国
の
補
助
単
価
が
減

額
さ
れ
た
が
、
新
た
に
市
独
自
の
補
助
を
行
い

補
助
単
価
の
維
持
を
図
っ
た
。
国
の
23
年
度
予

算
案
で
補
助
単
価
は
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ

ラ
ン
ク
の
第
１
子
と
第
２
子
の
補
助
単
価
は
市

の
22
年
度
の
単
価
を
下
回
っ
て
お
り
、
前
年
同

様
に
市
独
自
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
補
助
単
価

の
維
持
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
保
護

者
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
古
市
場
保
育
園
の
建
て
替
え

　
　
　
民
営
化
に
よ
る
建
て
替
え
の
間
の
仮
設

園
舎
が
現
園
舎
か
ら
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離

れ
て
お
り
、
保
護
者
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
。

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
る
い
ち
ば
」

を
古
市
場
保
育
園
と
合
築
し
て
改
築
し
、
そ
の

後
現
園
舎
を
改
築
し
新
た
な
保
育
園
を
整
備
す

べ
き
で
は
。
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
保
育
園

南
側
の
公
園
に
仮
設
園
舎
を
建
設
し
て
は
。

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
単
独
型
の
施
設
と
し

て
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
、
建
て
替
え
る
状
況

に
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
当
該
公
園
は
都
市
公

園
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
街
区
公
園
で
あ
り
、

仮
設
園
舎
の
建
設
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
学
校
給
食

　
　
　
学
校
給
食
の
教
育
的
意
義
を
改
め
て
問

い
直
し
、中
学
校
給
食
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

中
学
校
の
昼
食
は
家
庭
の
弁
当
を
基
本

と
し
、
持
参
で
き
な
い
場
合
の
た
め
に
ラ
ン
チ

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
弁
当
作

り
の
手
引
き
の
作
成
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も

に
生
徒
が
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

　
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

　
　
　
横
浜
港
に
18
メ
ー
ト
ル
水
深
の
岸
壁
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
過
大
投
資
と
の
指
摘

も
あ
る
。
将
来
、
京
浜
港
の
運
営
が
一
体
化
さ

れ
た
場
合
、
市
も
費
用
を
負
担
す
る
の
か
。

　
　
　

計
画
で
は
各
港
が
役
割
分
担
に
基
づ
き

競
争
力
強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

各
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
、

他
の
港
湾
整
備
へ
の
市
の
費
用
負
担
は
な
く
、

運
営
が
一
体
化
さ
れ
た
場
合
は
役
割
分
担
と
受

益
の
程
度
に
応
じ
経
費
を
負
担
す
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）、

か
わ
さ
き
産
業
振
興
プ
ラ
ン
、入
札
制
度
改
革
、

少
人
数
学
級
、
障
害
者
施
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

 地方議会の議員定数は、地方自治法が定める人口区
分ごとの上限数の範囲内で、各地方公共団体が条例で
定めることとなっています。川崎市は直近の国勢調査
に基づく人口が約143万人であるため上限数は72人
ですが、今回の平成23年第1回定例会で、これまでの
定数63人を60人に改める条例を可決しました。
 また政令指定都市の議会の議員の選挙区は、区の区
域によるものとされ、各選挙区に配当する議員定数
は、各選挙区の人口に比例して、条例で定めることと
されています。
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